




















                川崎（十吋反射鏡）安田 山部     古川 
            小出水 塩田  市原     池田  山本 
 
 古川は山本一清と同じく文筆がたち、文章にはかなり自信があったようである。山本の
日記には、大正 8 年 4 月 14 日に古川へ手紙を送ったことが記されている。山本も学生時代
に出入りしていた京大の上賀茂観測所にいた古川との交流がこのころからあったことを示
している。翌大正 9 年（1920）9 月に山本一清と共同して天文同好会を立ち上げた。ちな
みに機関誌の「天界」という名の発案者は古川だという。山本が欧米留学に旅立った後、
大正 11 年（1922）には京都帝大を辞して、東京麻布の天文台に技手として移った。そして
大正 12 年 9 月の関東大震災に遭遇することになる。実際に東京で体験した震災の現実は、
彼の人生を変えてしまった。その決意表明ともいえる便りが『天界』第 4 巻第 38 号（1924
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 『天文界之智嚢』、中興館書店、276 頁、大正 12 年 3 月（1923） 
 『天体の美観 星夜の巡礼』、表現社、大正 12 年（1923） 
 『月夜に憧れて』、警醒社、大正 12 年（1923） 
 『星のローマンス』、新光社、大正 13 年再販（1924） 
 『手に取るやうな星の世界』、少年少女常識叢書、大正 13 年（1924） 
 『科学世界 宇宙之構造』、中文館、274 頁、大正 13 年 3 月（1924） 
 『火星』、ピッカリング著、古川龍城訳、白楊社、166 頁、大正 13 年 5 月（1924） 
 『自然界の驚異』、一誠社、大正 15 年（1926） 
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 『珍鳥巣引きの秘訣』、資文堂書店、大正 15 年（1926） 
 『インコ類の育て方』、資文堂書店、172 頁、昭和 2 年（1927） 
 
論文 
 「島宇宙説の現状（一）～（三）」、日本天文学会誌『天文月報』、第 16 巻、1923 
 「十二月の鳥」、『子供の科学』、子供の科学社、第４巻、12 月号、1926 
 「天文と鳥と」、日本鳥学会誌『鳥』、第 5 巻、第 21 号、27－33、1926 
 
Web ページ 
 キガシラシシド「きわめてまれな迷鳥として本州（東京都葛飾区本田木根川町 10 
XII1936 古川龍城氏採集）で 1♀がとられた」と山階鳥類研究所の HP にある 
http://seichoudoku.at.webng.info/201106/article_5.html 
 
（2012 年 7 月、冨田記） 
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